
はじめに

　栄村は，長野県７７市町村の最北端に位置し，村界は新潟県津南町，十日町市，湯沢町，
上越市および群馬県中之条町並びに長野県飯山市，野沢温泉村，木島平村，山ノ内町に接
している村で，東西１９．１km，南北３３．７ km，周囲１０６．０ km，面積は２７１． ５１km２の広大な村
です。地形は複雑で千曲川の最下流に位置し標高は長野県で一番低い２５６mから日本百名
山の苗場山（２， １４５m）鳥甲山（２， ０３７m）佐武流山（２， １９１m）など ２， ０００m級の山々が聳
え，高低差の激しい中，千曲川，志久見川，中津川等の大小河川が環流している。豪雪地
として知られている本村は，昭和２０年２月，　７ m ８５cmの積雪が記録されており，過去６７
年間の最高積雪の平均は３１３cmとなっている。人口は平成２４年５月現在２， ２３３人，世帯数
９０２世帯（村内の特別養護老人ホーム施設への入所者７７世帯を含む）が，３１の集落に点在
している。高齢化が進み半数の集落は６５歳以上が５０％以上を占めている過疎・豪雪の村で
す。
　産業は農業が主であるが，地形的に恵まれていないため耕地は狭小で生産性は低い。
従って専業農家は少なく水稲を中心の第二種兼業農家が多い。

長野県北部地震の被害状況

　東北大震災の翌日，残雪が２メートル近く残っていた３月１２日未明の３時５９分，栄村と
新潟県津南町の県境付近を震源とするマグニチュード ６．７，震度６強の地震が栄村を直撃
した。村長以下職員も道路事情等で早急に登庁できず，ようやく午前６時に災害対策本部
を役場に設置した。その後も６弱２回，　５弱２回の大きな揺れと余震もひっきりなしにあ
り，危険を感じたので秋山地区を除いた村民全員の避難を決定し，消防団員の応援を得て
避難所７箇所に分散して避難を実施した。
　秋山地区は役場から３０km離れている５集落の総称で，ほとんど被害がなく避難の必要
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がなかったが，その他の地区２５集落は水道施設が全て被災し使用不可能となったため，役
場，小・中学校，公民館，特養施設等の避難所７箇所に緊急避難をし，最大１， ７８７名（収容
延べ人員２２， ６２２人）が避難指示解除までの１０日間を劣悪な条件での避難生活を余儀なくさ
れました。
　この間，消防団，消防署，警察署の皆さんには徹夜で各集落の警戒に当たっていただき
ました。また，役場職員も男女を問わず全員が庁舎で，或いは避難所で村民と寝食を共に
し，不眠不休で被災者の支援にあたり，更に長野県，姉妹都市の東京都武蔵村山市，近隣
市町村など各方面から消防団応援，給水車対応，保健師派遣等のご支援をいただき，また
ボランティアの大勢の皆さんからもご協力をいただきました。地震発生時の犠牲者はな
かったが，避難生活中に体調をくずされて３名のお年寄りの方が病院でお亡くなりになり
地震関連死となりました。

被害状況

　道路の亀裂・崩落は，国道５路線４７箇所（うち橋梁７箇所），村道７１路線１６７箇所（うち
橋梁３箇所）。田・畑作付け不能８５３箇所，農道・水路２８４箇所，その他福祉施設，上下水道，
観光施設，教育施設，消防施設，村営住宅，役場庁舎等合わせて被害額は５４億円余となっ
ています。住家の全壊３３棟，半壊１６９棟，一部損壊４８６棟，合計６８８棟。非住家全壊１５６棟，
半壊１３４棟で村内被災地区の世帯７４０世帯（秋山地区を除く）の９３％に何らかの被害があり
ました。全壊，半壊等の住宅困窮者のために長野県が３億円余で応急仮設住宅５５棟を建
築，希望者全員が入居し最後に残った避難所を閉鎖できたのは，地震発生から１００日目の
６月１９日でした。

復旧状況

　JR東日本飯山線の線路が１８０m道床崩壊，戸狩野沢温泉駅と十日町駅間が運休となり，
バスによる代行運送を行ったが，　４月２９日全線復旧した。
　長野市と新潟市を最短距離で結ぶ国道１１７号は，橋梁２箇所の橋脚の亀裂，路面の陥没
等で通行止めとなり，　３月２４日解除となったが，大型車輌は６月末まで通行不能で村内に
迂回路が無く観光バス，定期便等の通行ができなかったため近隣を含めた観光地には影響
があった。県道４路線中，　２路線は積雪のため工事中止で，　１路線は平成２４年６月現在も
復旧工事中のため通行が出来ないが迂回路がある。

復興に向けて

　地震前の村に復興できるよう本年１０月を目途に「栄村震災復興計画」を策定中です。計
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画の基本は，「村民の暮らしの早期再建」「災害に強い安全で安心な村づくり」「災害をきっ
かけとした活力のある村づくり」「中山間地域の新たな復興モデルの創造」を掲げて，村民
が安心して栄村に暮らし続けられるように，被災された方の一日も早い生活再建・地域コ
ミュ二ティの維持を最優先に，災害村営住宅３０戸を被災者の希望に沿って，今まで住んで
いた集落に建設中です。
　現在の仮設住宅等から今年の降雪前の入居を予定しています。

おわりに

　全国各地から心温まる支援物資や，１２， ７００件余の個人，企業の皆さんからの義援金，大
勢の皆様によるボランティア活動など被災者支援や復旧活動へのご支援をいただきました
ことに対し心から感謝を申し上げます。過疎と豪雪の小さな村ですが，元気を取り戻し，
活力と魅力あふれる村づくりを目指して頑張っています。今後ともよろしくご支援のほど
お願いを申し上げます。
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